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12月議会が始まりますが始まりますが始まります

２０１６年

・原発再稼働、核兵器廃絶、安保法制等へ
の市長の態度について
・国民健康保険の都道府県化について
・下関北九州道路について
・空港連絡鉄道について
・芦屋航空自衛隊の騒音対策について

・新スタジアムについて
・スポーツ振興について

・老朽空き家対策について
・学童保育の充実について

・ＪＲ筑豊本線の無人化問題について
・交通政策について
　①フィーダーバスの導入
　②高齢ドライバー対策と高齢者乗車券導入
　③義務教育のバス通学
・エネルギー拠点化事業について
・平和資料館について

・人事委員会勧告について
・教職員の給与等の県からの移譲について
・規制緩和による「民泊」の普及について
・指定管理者制度におけるモニタリング調査
について
・学校給食の民間委託について

日本共産党議員の質問内容（予定）　北九州市の１２月議会が２日から９日までの日程で開かれ
ます。来年１月には市会議員選挙が控えており、今任期最後
の議会となります。
　日本共産党市議団は、８月以降、全市民を対象としたアン
ケートを実施し、これまでに４０００通以上の回答が寄せら
れています。要望が強かった問題など、市民生活の改善のた
めに、１２月議会でも全力でたたかいます。
　１２月議会では、教職員の給与負担が県費から市費に移行
（来年４月１日から）するにあたっての議案などが出されるほ
か、国民健康保険の主体が市から県に移行する問題など様々
な課題に直面しています。市民が不利益をこうむらないため
の論戦に、日本共産党は力をいれます。

民主商工会と懇談

ホームページアドレスが変わりました⇒ 日本共産党北九州市議団　http://www.jcp-kitakyu. jp/



印は議会運営委員

日本共産党各議員の常任委員会配置

来年度予算で市長に要望来年度予算で市長に要望来年度予算で市長に要望
　日本共産党市議団は１０月２８日、２０１７

年度の予算編成にあたっての提案を、北橋市長

に行いました。

　毎年、市長に直接提案書を手渡して要望して

います。今回は、●市民の医療と福祉を充実す

ること●安心して子育てできる環境づくりに全

力をあげること●市民の知恵と力を活かすまち

づくりを●憲法の精神を活かした平和と人権を

守るまちづくりのために、の４分野にわたり、

合計２２１項目の提案をしています。

　市長は、提案に対して、一つ一つよく検討し

て回答をすると答えました。
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市民アンケート ４１２８通の回答
( 日本共産党市議団が実施）

消費税の増税

年金の減少

物価の値上がり

＜生活が苦しくなった３大理由 (複数回答）＞

変わらない

悪くなった

よくなった

＜くらしの変化について＞

＜産業・環境で市に臨むこと（複数回答）＞

原発ゼロ・再生エネルギーの活用

若者雇用・就職対策

最低賃金の引き上げ

　日本共産党市議団は、全市民を対象にした「市民アンケー

ト」を８月から１１月にかけて実施しました。１１月２１日

現在で、４１２８通の回答が寄せられています。２９７１通

の回答を集約した段階での結果は以下の通りです。

　まず「くらしの変化」については、「よくなった」と答え

た人は７４人で、「悪くなった」人が１９４８人　（６５％）

で最多、「変わらない」人が８６８人でした。

　くらしが悪くなった理由で多かったのが、「物価の値上が

り」「年金の減少」「消費税の

増税」で、次いで「医療費の

負担増」と続きました。

　産業の振興で一番要望が多

かったのが「最低賃金の引き

上げ」で、「原発ゼロ」を望

む人もベスト３に入っていま

す。

　市会議員に望むことでは

「ムダをチェック」が最多で

１９４８人、「意見を聞いて

ほしい」が１３８８人、「議

会の様子を知らせて」が６１

１人と続きました。
( 寄せられた市民アンケートの
回答の一部）

市民アンケート結果の一部


	１００万524.-カラー-01
	１００万524.-カラー-02

